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日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

～
今
話
題
！
日
本
共
産
党
の
、
派
遣
労
働
者
を
守
る
政
策
と
、
「農
業
再
生
プ
ラ
ン
」！
～ 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

き
ょ
う
は
、
日
本
共
産
党
が
最
近
発
表
し
た
、
二
つ
の
政
策
に
つ
い
て
、
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
派
遣
労
働
者
を
守
る
政
策
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を

め
ざ
す
、
「
農
業
再
生
プ
ラ
ン
」
で
す
。
し
ば
ら
く
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
、
使
い
棄
て
同
然
に
働
か
さ
れ
て
い
る
、
派
遣
労
働
者
の
、
深
刻

な
実
態
を
、
衆
議
院
の
予
算
委
員
会
で
取
り
あ
げ
ま
し
た
。 

志
位
委
員
長
は
、
日
本
経
団
連
の
会
長
企
業
で
あ
る
、
キ
ャ
ノ
ン
の
、
生
産
現
場
の
実
態
も
と
り
あ
げ

て
、
福
田
首
相
と
厚
生
労
働
省
を
き
び
し
く
追
及
し
ま
し
た
。
総
理
は
、
つ
い
に
、「
日
雇
い
派
遣
」
な
ど
、

派
遣
労
働
は
「
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
」
、
法
令
違
反
が
あ
れ
ば
、
「
調
査
す
る
」
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
質
問
の
あ
と
、
キ
ャ
ノ
ン
は
、
全
国
で
、
六
千
人
の
非
正
規
労
働
者
を
、
直
接
雇

用
に
切
り
換
え
る
と
、
発
表
し
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
。 

「
人
間
ら
し
く
働
き
た
い
」
と
い
う
、
労
働
者
の
切
実
な
願
い
と
運
動
、
日
本
共
産
党
の
国
会
質
問
が

あ
い
ま
っ
て
、
大
企
業
を
動
か
し
ま
し
た
。
直
接
雇
用
を
増
や
す
動
き
は
、
キ
ャ
ノ
ン
だ
け
で
は
な
く
、

い
す
ゞ
や
、
コ
マ
ツ
、
吉
野
家
、
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
、
そ
の
他
の
企
業
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
働
く
人
を

大
事
に
し
て
こ
そ
、
よ
い
製
品
が
で
き
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

派
遣
労
働
を
取
り
上
げ
た
、
日
本
共
産
党
・
志
位
和
夫
委
員
長
の
国
会
質
問
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

動
画
サ
イ
ト
で
、
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
、
十
二
万
七

千
件
を
超
え
る
ほ
ど
、
今
、
大
評
判
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、
是
非
一
度
、
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
み
な
さ
ん
。 

日
本
共
産
党
は
、
現
場
労
働
者
の
生
々
し
い
告
発
と
、
調
査
・
研
究
を
も
と
に
、
労
働
者
派
遣
法
を
「
派

遣
労
働
者
保
護
法
」
へ
と
、
抜
本
的
に
改
正
す
る
、
立
法
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。 

本
来
、
同
じ
指
揮
系
統
で
働
く
、
物
を
製
造
ず
る
業
務
に
は
、
労
働
者
派
遣
は
な
じ
み
ま
せ
ん
。
派
遣

労
働
は
、
あ
く
ま
で
、
臨
時
的
・
一
時
的
な
業
務
に
限
定
す
る
べ
き
で
す
。 

そ
う
い
う
立
場
に
立
て
ば
、
派
遣
労
働
者
の
受
け
入
れ
期
間
の
上
限
は
、
せ
い
ぜ
い
、
一
年
を
限
度
と

す
る
べ
き
で
す
。
派
遣
期
間
を
超
え
た
場
合
や
、
違
法
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、
派
遣
先
が
直
接
雇
用
し
た

も
の
と
み
な
す
の
は
、
当
然
で
す
。 

ま
た
、
派
遣
先
企
業
は
、
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
、
食
堂
や
診
療
所
の
使
用
、
有
給
休
暇
の
取
得
な
ど

で
、
均
等
待
遇
を
保
障
す
る
べ
き
で
す
。
派
遣
会
社
に
よ
る
ピ
ン
は
ね
は
厳
し
く
規
制
し
て
、
労
働
者
の

賃
金
を
確
保
す
る
の
も
当
然
で
す
。 

派
遣
労
働
者
を
守
る
、
日
本
共
産
党
の
立
法
提
案
は
、『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
が
詳
し
く
報
道
し
て
い
ま
す
。

ご
購
読
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

日
本
共
産
党
が
発
表
し
た
、
も
う
一
つ
の
政
策
、
「
農
業
再
生
プ
ラ
ン
」
も
、
今
、
話
題
で
す
。 

自
民
党
政
治
は
、
ア
メ
リ
カ
や
財
界
・
大
企
業
の
い
い
な
り
に
な
っ
て
、
国
民
の
食
料
を
際
限
な
く
海

外
に
依
存
す
る
策
を
、
と
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
食
料
の
自
給
率
は
、
今
で
は
、
た
っ
た
三

十
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
再
生
産
が
可
能
な
価
格
保
障
と
、
国
土
と
環
境
の
守
り
手
に
ふ
さ
わ
し
い
所
得

保
障
の
組
み
合
わ
せ
で
、
農
業
経
営
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
は
急
務
で
す
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
自
給
率
五

十
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
道
を
切
り
開
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

日
本
共
産
党
の
「
農
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
、
是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


